
 

《2013 年度研究部活動報告》 

 

１．運営委員会 

運営委員（任期 2013 年 4 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 

  委  員  吉田 千草  （明治大学） 

阿部 尚子  （清泉女子大学） 

  坂元 真澄  （東京都市大学） 

  吉井 由希子 （慶応義塾大学） 

     高橋 晶子  （早稲田大学） 

  鈴木 直子  （明治学院大学） 

  佐々木 俊介 （桜美林大学） 

  山本 浩二  （東京農業大学） 

 

研究部担当理事校 専修大学 

 

第 1 回 2013 年 4 月 12 日（金）14：50～16：50 於：専修大学 

1．2012 年度研究部決算報告書について 

2．2013 年度研究部予算（案）について 

3．2013 年度研究部活動計画（案）について 

4．特別助成金申請について 

5．2012 年度研究分科会活動報告について 

6．2012 年度研究分科会会計報告について 

7．2012-2013 年度研究分科会刊行物一覧について 

8．2013 年度第 1 回運営委員・研究分科会代表者合同会議について 

9．2013 年度部会総会について 

10．研究分科会マニュアル 2013 年度版（案）について 

11．2013 年度研究部運営委員会日程及び協会スケジュールについて 

12．その他 

 (1)運営委員名簿について 

 (2)研修委員名簿について 

 (3)分科会参加状況について 

 

第 2 回 2013 年 5 月 17 日（金）13：00～14：45 於：専修大学 

1．2013 年度研究部予算（案）について 

2．2013 年度第 1 回運営委員・研究分科会代表者合同会議について  

3．2013 年度研究分科会予算計画について         

4．2013 年度東地区部会総会・館長会・研究講演会について  

5．その他 

 (1)2013 年度東地区部会運営委員会日程について 

 (2)第 1 回研修分科会について 
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 (3)パブリック・サービス研究分科会のサービス実態調査について 

          

第 3 回 2013 年 6 月 14 日（金）12：05～12：30 於：國學院大学 

1．研究講演会最終打ち合わせについて 

2．2013 年度研究分科会報告大会の実施スケジュールについて 

3．その他 

 (1)研修分科会について 

 (2)研究分科会夏合宿について 

 (3)研究分科会繰越金について 

 (4)運営委員名簿について 

 

第 4 回 2013 年 7 月 12 日（金）15：00 ～ 16：35 於：清泉女子大学 

1．2013 年度研究分科会報告大会について             

2．2013 年度研究分科会夏期合宿（集中研究会）実施計画について 

3．新規研究分科会受付募集の案内について                    

4．2014/2015 年度研究分科会会員募集について                 

5．研究分科会の会計制度について    

6．その他 

 (1)2013 年度私立大学図書館協会スケジュールについて 

 (2)2013 年度東地区部会研究部運営委員会日程について                           

 

第 5 回 2013 年 10 月 4 日（金）15：00 ～ 16：45 於：慶応義塾大学 

1．2013 年度研究分科会報告大会について 

2．2013 年度第 2 回運営委員・研究分科会代表者合同会議開催について 

3．新規研究分科会受付募集について 

4．研究分科会会計処理及び助成金の改定について 

5．その他 

 

第 6 回 2013 年 11 月 8 日（金）13:00～14:15 於：東京都市大学 

1．2013 年度第 2 回運営委員・研究分科会代表者合同会議について 

2．夏期研究合宿（集中研究会）実施報告について 

3．2013 年度研究分科会報告大会について 

4．新規研究分科会受付募集の中間報告について 

5．2014/2015 年度研究分科会会員募集の中間報告について 

6．研究分科会会計処理及び助成金の改定について 

7．研究分科会の運営上の諸問題について 

8．2013 年度研究分科会報告大会の運営について 

9．2014 年度研究講演会の講師と演題について 

   10．その他 

    (1)報告大会資料作成費について 

    (2)東北・北海道地区担当理事校について 
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第 7 回 2013 年 12 月 12 日（木）12：40～13：25 於：専修大学 

1．2013 年度研究部予算執行状況について 

2．2014 年度研究部活動計画（案）について 

3．2014 年度研究部予算（案）について 

4．新規研究分科会受付募集について 

5．2014/2015 年度研究分科会会員募集について 

6．2014 年度研究講演会の講師と演題について 

7．2014 年研修分科会会員募集について 

8．その他 

 (1)研究分科会ホームページについて 

 

第 8 回 2014 年 3 月 14 日（金）13：00 ～ 15：10 於：桜美林大学 

1．2013 年度研究分科会報告大会参加状況及び研究分科会への意見・感想等の集計結果 

について 

2．2014/2015 年度研究分科会会員参加申込状況について 

3．2014 年度研修分科会会員参加申込状況について 

4．2013 年度研究部活動報告及び中間決算について 

5．2014 年度研究部活動計画（案）及び予算（案）について 

6．2013 年度研修委員会活動報告について 

7．次期研修委員（2014/2015 年度）について 

8．研究分科会マニュアル 2014 年度版（案）について 

9．2014 年度研究部運営委員会日程（案）について 

10．2014 年度研究講演会の講師と演題（案）について 

11．2013 年度東地区部会役員会（第２回）について 

12．2014 年度私立大学図書館協会スケジュール(案)について 

13．研究分科会会計処理及び助成金の改定について 

14．その他 

 

２．運営委員・研究分科会代表者合同会議 

第 1 回 2013 年 5 月 17 日（金）15:00～16:25 於：専修大学 

1．2013 年度研究部活動計画（案）及び予算（案）について  

2．2013 年度研究分科会活動計画（案）について        

3．2013 年度研究分科会報告大会について          

4．研究分科会マニュアル 2013 年度版について        

5．分科会関連業務分担について              

6．協会ホームページについて       

7．2013 年度私立大学図書館協会スケジュールについて              

8．2014-2015 年度研究分科会員更新スケジュールについて 

9．運営上の諸問題について 

10．その他 

 (1)研究分科会代表者名簿について 
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第 2 回 2013 年 11 月 8 日（金）15:30～17:30 於：東京都市大学 

1．夏期研究合宿（集中研究会）実施報告について 

2．2013 年度研究分科会報告大会について 

3．新規研究分科会受付募集の中間報告について 

4．2014/2015 年度研究分科会会員募集の中間報告について 

5．研究分科会会計処理及び助成金の改定について 

6．運営上の諸問題について 

7．その他 

 (1)報告大会資料作成費について 

 (2)第 15 回図書館総合展フォーラム出展報告（企画広報研究分科会） 

 

  第 3 回（臨時）2014 年 3 月 14 日（金）15:35～17:00 於：桜美林大学 

   1．2014／2015 年度研究分科会会員参加者申込状況について 

2．研究分科会会計処理及び助成金の改定について 

   3．その他 

 

３．研究会 

  2013 年度研究分科会報告大会 

日 時：2013 年 12 月 12 日（木）9:40～16:55 

場 所：専修大学 生田キャンパス 9 号館 2 階 92A 会議室 

参加数：56 大学 84 名 

発表者：21 名 

研究発表： 

分類研究分科会                                            （9:50～10:35） 

テーマ：見えてきた「日本十進分類法」新訂 10 版 

発表者：藤倉 恵一（文教大学） 

西洋古版本研究分科会                                         （10:40～11:25） 

テーマ：「チョーサー著作集」の魅力 

発表者：岡田 勢一郎（共立女子大学） 宮原 柔太郎（日本体育大学） 

和漢古典籍研究分科会                                         （11:30～12:15） 

テーマ：戯作者たちの書物と薬の広告（専修大学向井信夫文庫所蔵の和本にみえる） 

発表者：山岸 いづみ（共立女子大学） 七島 美和子（専修大学） 

鶴田 香織（大東文化大学）  植苗 翔（中央大学） 

鈴木 秀子（明治大学）    横山 侑子（立正大学） 

パブリック・サービス研究分科会               （13:30～14:15） 

テーマ：始めてみよう！図書館サービス・スタートブック 

                    ～図書館サービスの現場から～ 

発表者：太田 優未（立正大学）    奥井 翔太（文化学園大学） 

高島 豊（獨協大学）     田中 優美（駒澤大学） 

冨樫 早苗（東海大学） 

企画広報研究分科会                     （14:20～15:05） 
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テーマ：ムービーを利用した活動の研究～インパクトと効率性の追求～ 

発表者：粕川 悠介（成城大学）    島田 貴司（立正大学） 

     

 

 

L-ラーニング学習支援システム研究分科会                      （15:20～16:05） 

テーマ：図書館員のコミュニティツールとしての SNS の可能性 

～Twitter、facebook、LINE の試用～ 

発表者：佐藤 恵（東北学院大学）   澁田 勝（獨協大学） 

研修分科会                          （16:10～16:55） 

テーマ：変わりゆく図書館、変わらなければならない図書館員 

発表者：浅田 美和（法政大学）     曽野 正士（明治大学） 

紀平 宏子（国際基督教大学）  

   

見 学    専修大学 図書館 

 

４．研修委員会 

研修委員（任期 2012 年 4 月 1 日～2014 年 3 月 31 日） 

  委員長 山田 雅子 （慶応義塾大学） 

  委 員 藤原 明子 （早稲田大学） 

      南川 真貴子（中央大学） 

      佐々木 俊介（桜美林大学） 

      杉谷 美和  (明治大学) 

      金万 智昭  (専修大学) 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 伊原 千秋 （中央大学） 

 

第 1 回 2013 年 4 月 25 日 (木) 14：30～17：20  於：桜美林大学 

1. 2012 年度第 8 回運営委員会（2013/3/15）報告 

2. IAAL（図書館支援機構）との打ち合わせ（2013/4/19）報告 

3．2013 年度研修会テーマ案 

4．その他 

 (1)研修会について 

 (2)研修委員会の日程 

 

  第 2 回 2013 年 5 月 23 日（木）13：30～16：00  於：早稲田大学 

   1．IAAL（図書館支援機構）活動紹介 

   2．2013 年度研修会テーマ検討 

   3．その他 

    (1)議事録送付手順の確認 

    (2)研修委員会の日程 
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    第 3 回 2013 年 6 月 19 日（水）14：30～17：00   於：慶應義塾大学 

   1．2013 年度研修会 検討 

    (1) 2013/5/17 IAAL（図書館支援機構）との打合せ報告 

    (2) 2013/6/13 講師候補との打合せ報告 

    (3)グループワーク実習検討 

    (4)講演者検討 

    2．その他 

    (1)委員会出欠確認手順の変更 

    (2)配布資料について 

    (3)宿題事項 

    (4)次回研修委員会の日程について 

   

  第 4 回 2013 年 7 月 19 日 (木) 13：30～17：00   於：明治大学 

   1．2013 年度研修会 検討 

    (1) 2013/7/5 講師候補との打合せ報告 

    (2) グループワーク実習検討 

    (3)その他講演者検討 

   2．その他 

    (1)テーマ案の検討 

    (2)今後の流れ 

    (3)次回研修委員会の日程について 

   

  第 5 回 2013 年 8 月 26 日（月）14：00～17：00   於：中央大学 

   1. 2013 年度研修会 検討 

    (1)講演者依頼の報告 

    (2)「開催通知」検討 

    (3)「ワークショップ」検討 

    (4)今後のスケジュール 

 2. その他 

  (1)次回研修委員会の日程について 

 

  第 6 回 2013 年 9 月 25 日（水）14：00～17：20   於：桜美林大学 

1. 2013 年度研修会 検討 

 (1)申し込み状況について 

 (2)ワークショップ検討 

 (3)研修会当日の役割分担 

 (4)書類準備 

 (5)研修会当日までのスケジュールについて 

 (6)講演者依頼状 内容確認 

 (7)研修会参加に関するご案内 

 (8)ポスター展示について 
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   2. その他 

    (1)講師謝礼について 

    (2)記録・撮影について 

    (3)次回研修委員会の日程について 

 

第 7 回 2013 年 10 月 10 日（木）14：00～18：30   於：桜美林大学 

1．2013 年度研修会 検討 

 (1) 受講者の調整 

(2)参加者宛「研修参加のご連絡」 

(3)経費関連 

 (4)ワークショップ検討 

(5)キャンパスツアー 

(6)学生の役割 

(7)事前アンケートについて 

(8)ポスター展示について 

2．その他 

 (1)懇親会費について 

 (2)スケジュールについて 

 (3)次回研修委員会の日程について 

 

第 8 回 2013 年 11 月 5 日（火）14：00～17：30   於：桜美林大学 

1．2013 年度研修会 検討 

 (1) 参加者関連 

(2)経費関連 

(3)当日スケジュール 

(4)懇親会 

(5)講演者からの回答確認 

(6)ヒアリングシートの講演者への報告 

 (7)ポスター展示 

(8)ワークショップ 

2．その他 

 (1)ワークショップ等の講評について 

 (2)講演中の写真等について 

(3)次回研修委員会の日程について 

 

第 9 回 2013 年 12 月 2 日（月）14：30～17：00   於：中央大学 

1．2013 年度研修会 報告 

 (1)研修会について 

(2)事後対応について 

(3)ポスター展示について 

(4)作成した POP について 
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(5)振り返りについて 

   2．その他 

     (1)次年度研修会会場校について 

    (2)次年度研修委員について 

    (3)次回研修委員会の日程について 

 

第 10 回 2014 年 3 月 18 日（火）15：00～17：30   於：慶応義塾大学 

1．研修委員会について 

 (1)新旧研修委員 自己紹介 

(2)研修委員会の概要説明 

(3)研修委員会引継ぎ 

(4)次年度研修会の会場と日程について 

(5)研修委員会の開催予定 

   2．その他 

    (1)次回研修委員会の日程について 

  

 

５．研修会 

期 日：2013 年 11 月 14 日（木）15 日（金） 

場 所：桜美林大学 町田キャンパス 崇貞館 6 階大会議室 H 

テーマ：みつけよう・伝えよう大学図書館の魅力 

参加者：62 大学 64 名 

内 容 ： 

第 1 日（11 月 14 日） 

    基調講演：我が国大学の致命的欠陥～大学図書館は機能しているのか？ 

         桜美林大学 大学院・大学アドミニストレーション研究科教授 諸星 裕 

 

    講  演：大学図書館サバイバルのためのブランディング戦略 

                   －コンセプトメイクからデザイニングへ－ 

         帝京大学総合教育センター准教授 仁上 幸治 

 

キャンパスツアー（図書館見学含む） 

 

第 2 日（11 月 15 日） 

ワークショップ：桜美林大学図書館の魅力を表現する 

         株式会社トランスヒューマン 渡邉 崇 
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６．研究分科会 

   次の 6 研究分科会が、月例研究会・夏期研究合宿等の活動を実施した。 

   (2013 年 4 月 1 日～2014 年 3 月 31 日) 

(1) 分類研究分科会                  (4) 企画広報研究分科会 

(2) パブリック・サービス研究分科会  (5) 和漢古典籍研究分科会 

(3) 西洋古版本研究分科会       (6) Ｌ－ラーニング学習支援システム研究分科会 

 

休会：逐次刊行物研究分科会、レファレンス研究分科会、理工学研究分科会、 

   情報リテラシー教育研究分科会 

 

研究分科会月例担当理事校 清泉女子大学 

研究分科会更新担当理事校 東京都市大学 

 

７．研修分科会 

   第 1 回  6 月 5 日（水）  於：専修大学 

  第 2 回  7 月 4 日（木）  於：明治大学 

  第 3 回  8 月 27 日（火）   夏期見学ツアー 

（於：国立国会図書館・国立公文書館・慶應義塾大学） 

  第 4 回  9 月 26 日（木）  於：東京都市大学 

  第 5 回 11 月 7 日（木）  於：早稲田大学 

  第 6 回  12 月 5 日（木）  於：明治学院大学 
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《2013 年度研究分科会活動報告》 

 
１．分類研究分科会 
 
 
代表者：藤倉 恵一（文教大学） 
会員数：8 名（正会員 6 名，個人会員 2 名） 
会 員：川上 勝慎（獨協大学） 柴田 保子（東京家政大学） 
 鈴木 学（日本女子大学）  藤倉 恵一（文教大学） 以上正会員 

上條 庸子（女子栄養大学） 吉澤 由美子（清泉女子大学） 
       以上正 ML 会員 
小林 美佐（昭和女子大学） 田中 環（文化学園大学） 
       以上個人 ML 会員 

年会費：なし 
例会開催回数：11 回（合宿 1 回含む） 
延べ参加者数：60 名 
研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/bunrui/ 
 
 
活動 

１）基本テーマ 

件名，シソーラス，Indexing 理論等を含んだ“トータル”な意味での図書館分類法とそ

の理論に関する研究を基本テーマとする。 
今期は，過去 2 期の研究を継承し，現在日本図書館協会分類委員会で編纂中の「日本十

進分類法（NDC）」新訂 10 版の試案について検証と評価，および必要な提言をすることを

メインテーマとし，「その分類、大丈夫ですか？」とする。また，そのために必要な理論的

基盤の研究についても並行して行う。 
 
２）活動の概要 

分類研究分科会は 2 年間を(1) 研究テーマに沿った文献の精読を通じて参加会員の基礎

レベルを整える， (2) 主たる研究テーマの研究・検証を行う，(3) 研究成果の発表および

総括 の 3 つの期間に分けて活動する。 
2013 年度は第 2 期から第 3 期の活動を行う。 

 
２．１）第 2 期 NDC10 版試案の検討 

第 2 期の活動として，前期からの継続課題である「日本十進分類法新訂 10 版試案の概

要」の検討を行った。 
 
試案については，時系列で以下のように公開されている。また試案は『図書館雑誌』の

ページ構成上，各類 4 ページという制約があるが，日本図書館協会分類委員会ホームペー

ジ（http://www.jla.or.jp/committees/bunrui/tabid/187/Default.aspx）上では，PDF およ

び HTML で雑誌掲載のものより詳細なものが公開されている。分科会での検討にはこの

Web 版を使用した。以下「試案」とはこの Web 版のことを指す。 
・ その 7 8 類「言語」の部 図書館雑誌 106(7)，2012.7，p.488-491. 
・ その 8 4 類「自然科学」の部 図書館雑誌 107(1)，2013.1，p.40-43. 
・ その 9 9 類「文学」の部 図書館雑誌 107(3)，2013.3，p.178-181. 
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・ その 10 6 類「産業」の部 図書館雑誌 107(10)，2013.10，p.644-647. 
・ その 11 「情報学」の部 図書館雑誌 108(1)，2014.1 p.38-41.（※） 

※ ただし，「情報学」の部は他の各類と異なり試案説明会での公表が先行し，続いて

Web 版，雑誌掲載版の順に公開された。また，分科会では特例として公開前の試案

を対象に検討を行った（後述）。 
 
これら検討の結果を，NDC 全体に関わる課題と各類改訂試案，｢解説｣個々に対する課

題とに整理し，2014 年 2 月 1 日付「日本十進分類法新訂 10 版試案に対する意見：4 類・

6 類・8 類・9 類試案および情報学関連領域について」として日本図書館協会分類委員会に

提出した。また，分類委員会より意見書への回答として，同 3 月 4 日付「日本十進分類法

新訂 10 版試案に対する意見（回答）」を受理した。 
 
今次の意見書で，10 版改訂をする分類委員会に対する意見書は 4 回目となるが，これま

での提言の多くが委員会で検討され，10 版の構成や内容に反映されるものがいくつかある

ことが，第 2 回試案説明会における分類委員長報告の内容から明らかになった。 
 
２．２）夏期研究合宿 

夏期研究合宿は，第 2 期の活動に関連して NDC10 版改訂試案が既存の出版物の分類に

どの程度の影響を及ぼすかを推測するために，2009・2011 年度とほぼ同様の手法を用い

て NDL-OPAC 書誌をサンプルとした実証実験を行った。 
 
２．３）NDC10 版第 2 回試案説明会への出席 

分類委員会は，11 月 12 日（火）に日本図書館協会で第 2 回となる NDC10 版の試案説

明会を開催した。これは 2009 年 11 月に開催されたものの続きであり，それ以降公表され

た試案の解説が中心であった。 
分科会は同日午前中に日本図書館協会で月例会を開催し，続いて午後説明会に出席した。

この会には ML 会員・個人会員含め分科会全員参加をし，質疑応答や懇親会の席上で多く

の意見を分類委員に提示した。 
 
２．３）会場記録および活動概要 

2013 年  4 月 19 日（金） 文教大学（越谷） 
1) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検討 8 類 

5 月 10 日（金） 獨協大学 
1) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検討 4 類 

6 月 21 日（金） 日本女子大学（西生田） 
1) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検討 9 類 
2) 夏期研究合宿会場について 

7 月 12 日（金） 東京家政大学（板橋） 
1) NDC9 版改訂に関する記録文献の検討（「資料組織化研究」より） 
2) 夏期研究合宿の内容について 

9 月 4 日（水）～6 日（金）道の駅ろまんちっく村（栃木県宇都宮市） 
1) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検証 4，8，9 類 
2) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検討 6 類 

9 月 20 日（金） 獨協大学 
1) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検討 6 類 
2) 研究報告大会について 
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10 月 18 日（金） 東京家政大学（板橋） 
1) 日本十進分類法新訂 10 版試案の検討 情報学 

2013 年 11 月 12 日（火） 日本図書館協会会館 
1) 各類試案の問題点整理 
2) 日本十進分類法第 2 回試案説明会 

12 月 6 日（金）  日本女子大学（目白） 
1) 研究報告大会について 
2) 試案説明会について 

2014 年  2 月 21 日（金） 女子栄養大学（駒込） 
1) 研究報告大会および報告論文について 
2) 分類委員会への意見書について 

  3 月 7 日（金） 喫茶室ルノアール神田南口駅前店マイ・スペース 
1) 意見書への回答について 
2) 総括 

 
資料 

１）刊行物 

 特にない。 
 
２）事業 

ア．TP&D フォーラム 2013（第 23 回整理技術・情報管理等研究集会）の共催 

1991 年に日本図書館研究会整理技術研究グループ（現・情報組織化研究グループ）によ

り始められた TP&D フォーラムは，第 2 回から分類研究分科会が共催者となり運営に参画

してきた。2013 年度は横浜で開催され，分科会からは藤倉・川上・小林の 3 名が出席し

た。 
フォーラムの参加者は教員，図書館員，データベース業者などさまざまであり，これに

分科会が参加・関与することの利点は(1) 主題組織分野における最新の研究動向の把握，

(2) 分野を同じくする教員や研究者との交流，(3) この分野の研究基盤継承への貢献 であ

るといえる。 
なお，2014 年度は 9 月 5・6 日に横浜にて開催される予定である。 

 
イ．日本図書館協会分類委員会への参画 

2007 年度より，分類研究分科会を代表して藤倉が NDC の編纂に携わっている。これに

よって，分類研究分科会での研究成果を多少なりとも NDC の編纂に役立てることができ

るし，逆に最新の動向を分科会に持ち帰ることができる。 
今期は特に，6 類と情報学の試案について，分科会側の検討スケジュールの事情と，委

員会側の刊行計画との兼ね合いから，公表前の試案を特例として提供を受けることができ

た。結果として，6 類試案は雑誌校正段階で，情報学試案は公表前に分科会が指摘した問

題点のいくつかに対応したものが発表された。 
（文責・藤倉恵一） 
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２．パブリック・サービス研究分科会 

 

 

代表者：太田 優未（立正大学） 

会員数：6校 6名 

会 員：田中 優美（駒澤大学） 

鴨下 歩美（大正大学） 

冨樫 早苗（東海大学） 

高島 豊（獨協大学） 

奥井 翔太（文化学園大学） 

太田 優未（立正大学） 

年会費：8,000円（正会員） 

例会開催回数：12回（夏期研究合宿含む） 

延べ参加者数:71人 

研究分科会ホームページＵＲＬ：http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/public/ 

 

活動 

（１）基本テーマ 

国内外の利用者サービスについての情報を収集し、知識の共有や現状把握に努める。また、

来館・非来館に関わらず、様々な利用形態を想定した上で、利用者満足度の高いサービスにつ

いて調査・研究を進めていく。 

利用者が満足することはもちろん、提供する側の図書館員やそれらに関わるすべての人たち

が成長できるようなパブリック・サービスを示したい。 

（２）活動の概要 

   今年度前半は、テーマ「始めてみよう！図書館サービス・スタートブック」のもと、研究成

果として 2014 年 3 月のスタートブック発行に向け、特色ある取り組みを行っている図書館を

対象にアンケート用紙によるサービス事例調査の実施、図書館見学を行った。夏期研究合宿以

降は、スタートブックの構成・レイアウトの検討を行い、サービス事例調査回答のまとめ・ペ

ージ作成、見学レポート等の作成、まとめ・提言の執筆作業を行った。 

①グループ研究 

今期は「始めてみよう！図書館サービス・スタートブック」というテーマのもと、これか

ら新しくサービスを始めるとき、これまでのサービスを改善したいときに参考となるハン

ドブックを作成するための研究活動を行った。 

②図書館見学・講義 

国内外の先進的な事例、それぞれの図書館における特徴的な要素等を抽出して、一目でわ

かる事例・提言集としてスタートブックをまとめることを目標に、先進的な取り組みを行

っている図書館の見学やそれらの活動に携わる教職員からお話を伺った。 

 

資料 

 （１）月例会テーマ 

   4月例会：4月 19日（金）10：00～17：00 東海大学（代々木キャンパス） 
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    ①東海大学付属図書館代々木図書館見学 

 ②スタートブック掲載候補大学、見学候補大学の選定 

 ③スタートブック作成のためのサービス事例調査の内容検討 

 

   5月例会：5月 24日（金）10：00～17：00 東京女子大学、武蔵野プレイス 

    ①東京女子大学図書館見学 

    ②武蔵野プレイス見学 

    ②スタートブック見学候補大学の再検討、今後のスケジュール確認 

 

   6月例会：6月 27日（木）10：00～17：00 上智大学（四谷キャンパス） 

    ①サービス事例調査票発送作業 

    ②スタートブック構成検討 

 

   7月例会：7月 25日（木）10：00～17：00 帝京大学メディアライブラリーセンター、 

                       明治大学和泉図書館、芝浦工業大学豊洲図書館 

    ①帝京大学メディアライブラリーセンター見学 

    ②明治大学和泉図書館見学 

    ③芝浦工業大学豊洲図書館見学 

 

   夏期研究合宿：9月 2日（月）～4日（水） 学校法人文化学園 文化軽井沢山荘 

    ①スタートブック全体の方向性や具体的なレイアウトの検討 

    ②「スタートブックの方向性や分析に対する提言」 

慶應義塾高等学校事務長 加藤好郎氏 

    ③スタートブックの構成・詳細レイアウトの雛形作成、担当者の決定 

    ④研究報告大会用提出書類の作成 

 

   9月例会：9月 24日（火）10：00～17：00 和光大学附属梅根記念図書・情報館、 

                       相模女子大学附属図書館 

    ①和光大学附属梅根記念図書・情報館見学 

    ②相模女子大学附属図書館見学 

 

   10月例会：10月 25日（金）10：00～17：00 東海大学（代々木キャンパス） 

①サービス事例調査回答報告、見学レポート、まとめ・提言ページの構成検討 

②今後のスケジュール確認 

 

   11月例会：11月 11日（月）10：00～17：00 文化学園大学（新都心キャンパス）  

①研究報告大会配布用資料の作成 

②サービス事例調査報告ページの校正方法検討 

    ③見学レポート、まとめ・提言ページの構成検討 

 

   12月例会：12月 5日（木）10：00～17：00 立正大学（大崎キャンパス）  
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①次期募集要項の作成 

    ②研究報告大会発表用資料の作成、発表練習 

    ③サービス事例調査回答報告、見学レポート、まとめ・提言以外の役割分担 

 

   1月例会：1月 10日（金）10：00～17：00 獨協大学 

 ①サービス事例調査報告ページ校正作業の進捗報告 

 ②スタートブック校正作業 

 

   2月例会：2月 25日（火）10：30～17：30 立正大学（大崎キャンパス）  

    ①スタートブック校正作業 

 

   3月例会：3月 13日（木）13：00～17：00 駒澤大学（駒沢キャンパス） 

①駒澤大学図書館見学 

    ②スタートブック発送作業 

    

 （２）刊行物及び事業 

   『はじめてみよう！図書館サービス・スタートブック』（2014年 3月 31日発行） 
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３．西洋古版本研究分科会  

 

 

代 表 者 ：岡田勢一郎（共立女子大学） 

会 員 数 ：6 名 

会   員 ：岡田勢一郎（共立女子大学） 

宮原柔太郎（日本体育大学） 

テイムソンジョウナス（早稲田大学） 

松谷有美子（清泉女子大学） 

児玉千尋（成蹊大学） 

（中央大学） 

年 会 費 ：1,500 円 

例会開催回数：12 回（夏期集中研究会を含む） 

延べ参加人数：64 名 

研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/early_p_book/ 

 

活動 

1）基本テーマ 

   ①西洋古版本に関する書誌学的研究(書誌学的知識の習得も含む) 

   ②図書館で西洋古典資料を扱う際に必要な知識の習得 

2）活動の概要 

   西洋古版本に関する文献を読み基礎知識習得に努めるとともに、講師の指導を受け、貴

重書の特徴の理解を深めた。会員の所属機関が所蔵する西洋古版本を用いて資料整理の実

践を行った。 

 

資料 

1）月例会テーマ 

4 月例会 

4 月 11 日（木） 共立女子大学 参加者 5 名 

① 研究テーマについて 

② 新規参加会員の紹介 

③ 図書館見学 

   

5 月例会 

5 月 27 日（月） 中央大学 参加者 6 名 

① 書誌比較【チョーサー著作集】 

② 事務連絡 

③ 図書館見学 
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6 月例会 

6 月 28 日（金） 共立女子大学 参加者 6 名 

① 貴重書サ－ビスの基礎（閲覧・撮影・展示・ＩＰＭ） 

② 事務連絡（夏期合宿） 

③ 図書館見学 

 

7 月例会 

7 月 9 日（火） 早稲田大学 参加者 6 名 

① 印刷本の目録記述（目録・用語・素材・構造・透かし・図版） 

② 事務連絡 

③ 図書館見学 

 

8 月例会 

8 月 1 日（木）～2 日（金）（敷島館  参加者 5 名） 

・夏期合宿（発表テ－マの骨子作成と「書誌学」の知識の習得） 

 

   8 月例会（臨時） 

    8 月 29 日（木） 共立女子大学 参加者 4 名 

① 羽ペン製作 

② 事務連絡 

  

9 月例会 

9 月 5 日（木） 共立女子大学 参加者 5 名 

① 写本彩色と字体の練習（羽ペン） 

② 事務連絡 

   

10 月例会 

10 月 9 日（水） 日本体育大学 参加者 5 名 

① 「研究テーマ」発表準備 

②  テ－マ毎の役割分担 

 

11 月例会 

 11 月 11 日（月）中央大学 参加者 5 名 

① 「研究テ－マ」発表準備 

②  テ－マ毎の精査 

 

11 月例会（臨時） 

11 月 27 日（水） 日本体育大学 参加者 5 名 

① 発表内容の精査 
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1 月例会 

1 月 14 日（火） 共立女子大学   参加者 6 名 

① 世界の三大美書 

② 報告大会の反省 

③ 蔵書票の見学 

 

3 月例会  

 3 月 13 日（木）参加者 6 名 

① 展示会見学（「ラファエル前派展」/森アーツセンターギャラリー） 

② 今期活動内容総括 

 

2）刊行物及び事業 

なし 
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４．企画広報研究分科会 

 
 
代表者：島田 貴司（立正大学） 
会員数：7 名（正会員 4名、個人 ML ネット会員 1名、 

       オブザーバーML ネット会員 2名） 

会 員：間島 一美（昭和女子大学／正会員） 

    粕川 悠介（成城大学／正会員） 

    立木 加奈子（帝京大学／正会員） 

    島田 貴司（立正大学／正会員） 

    高木 彩（白百合女子大学／個人 ML ネット会員） 
小曽川 真貴（愛知県犬山市立図書館／オブザーバーML ネット会員） 
寺島 陽子（奈良女子大学／オブザーバーML ネット会員） 

年会費：2,000 円（正会員）、1,000 円（正会員以外） 

例会開催回数：11 回（夏期集中研究会、図書館総合展フォーラム含む） 

延べ参加者数:46 人 

研究分科会ホームページＵＲＬ：http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/kikaku/index.htm 

 

活動 

１）基本テーマ 

図書館の企画・広報方法論の研究: 専任職員の削減と外部委託の拡大という現場状

況のもとで大学図書館員という職種の社会的評価の向上を目指し、業務改善に直結す

る企画広報力の増進を図るために、実業界で使われている方法論に関する実践的共同

研究を行う。 

 

２）活動の概要 

   今年度は、「ムービーを使った図書館広報の可能性」というテーマで研究を進めなが

ら、第 15 回図書館総合展のフォーラムに参加した。フォーラムでは、研究テーマであ

るムービーも活用しつつ 30年を経過した企画広報研究分科会の活動を振り返ると共に、

OBG による企画広報に関する講演、更には私立大学図書館協会東地区部会研究部の研究

分科会活動を図書館内で勤務する様々な立場の方々に知ってもらうための PRの場とし

て、各分科会の PR ムービーを紹介した。 

 
資料 

 １）月例会テーマ 

   4 月例会： 日程：4 月 25 日（木）13：00～17：00  

     場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 
    ムービーを使った効果的なＰＲ方法（作成編） 
    ・ムービー作成役割分担／ムービー作成 
    ・図書館総合展フォーラム内容検討 

 
   5 月例会： 日程：5 月 30 日（木）13：00～17：00 

  場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 

   ムービーを使った効果的なＰＲ方法（作成編 2） 
   ・ムービー作成方法説明・作成 
   ・図書館総合展フォーラム内容検討 
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   6 月例会： 日程：6 月 13 日（木）13：00～17：00 

  場所：成城大学図書館 4 階会議室 

   ムービーを使った効果的なＰＲ方法（作成編 3） 
   ・ムービー作成役割分担再確認、報告大会の流れ決定 
   ・図書館総合展フォーラム検討状況報告・確認 
 
   7 月例会： 日程：7 月 9 日（火）13：00～17：00 

  場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 

   ムービーを使った効果的なＰＲ方法（作成編４） 
   ・各自担当ムービー作成 
   ・図書館総合展フォーラム検討状況報告・確認 
 
   夏期集中研究会： 

  日程：9 月 10 日（火）～11 日（水） 

  場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 

   ムービーの披露及び修正作業 
   ・各自担当ムービー作成 
   ・各自作成したムービーの披露と批評 
   ・各自担当ムービー修正 
 
   10 月例会：日程：10 月 15 日（火）10：00～17：00 

  場所：昭和女子大学 80 年館 図書館 4階 グループ研究室 

   図書館総合展フォーラム準備 

   ・フォーラム準備状況確認・予定確認 

   ・各自作成ムービー視聴・動作確認 

   ・フォーラム準備（展示資料、配布資料の確認・準備） 

 

   第 15 回図書館総合展 フォーラム出展： 

        日程：10 月 29 日（火）10：00～11：30 

  場所：パシフィコ横浜 第 9会場（E204） 

         図書館サバイバル用「万能道具箱」の今 

         －企画広報ツールの研究開発 30 年の到達点と課題－ 

    

          コーディネーター：仁上幸治氏（帝京大学総合教育センター准教授）  

          スピーカー：太田香保氏（松岡正剛事務所チーフマネージャー） 

          スピーカー：山田かおり氏 

               （嘉悦大学情報メディアセンター図書グループ長） 

          スピーカー：中嶋康氏 

               （帝京大学メディアライブラリーセンター 

                グループリーダー） 

          プレゼンター：島田貴司（立正大学情報メディアセンター） 

 
   11 月例会：日程：11 月 19 日（火）9：00～16：00 

  場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 

   フォーラム総括及び研究発表大会に向けた準備 
   ・フォーラム総括及び今後の作業確認 
   ・研究発表大会に向けた予定確認 
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   ・研究発表大会流れ確認 
   ・ムービー修正、スピーチ内容検討 
 
   12 月例会：日程：12 月 6 日（金）9：00～16：00 

  場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 

   研究報告大会リハーサル 
   ・研究報告大会リハーサルと修正点検証 

   ・ムービー修正、スピーチ内容修正 

   ・研究報告大会最終リハーサル 

 
   研究報告大会：日程：12 月 12 日（木）14：20～15：05 

  場所：専修大学 生田キャンパス ９号館２階９２Ａ会議室  

   ムービーを利用した活動の研究 

   －インパクトと効率性の追求－ 

    写真や動画に音楽やナレーションを組合せてムービーを作る 

   デジタル・ストーリー・テリングという手法は、米国大学では 

   論文の代わりとして一部認められている。そして、現在、誰もが 

   スマートフォン等で写真や動画を撮り、編集できる。これを図書館で 

   活用することでどのような効果があるか。世界的に動画を活用した 

   授業が注目されている中、身近な機材で行った研究結果を報告した。 

 
   1 月例会： 日程：1 月 23 日（木）13：00～17：00 

  場所：帝京大学メディアライブラリーセンター 3 階会議室 

   研究報告大会総括・報告書読合せ 
   ・研究報告大会総括・残件確認 

   ・報告書読合せ 

   ・フォーラム後片付け・残業務確認 

 

   3 月例会： 日程：3 月 12 日（水）13：00～17：00 

  場所：成城大学図書館 4 階会議室 

   今期研究分科会活動総括 
   ・2013 年度会計報告 
   ・今期研究分科会活動総括 
   ・次期研究分科会への引継ぎ内容確認 
   ・成城大学ラーニングコモンズ見学 

 
  

 ２）刊行物及び事業 

   特になし 
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５．和漢古典籍研究分科会 

 

 

代表者: 鶴田香織（大東文化大学） 

会員数: ６校６名 ＋ 講師１名 

会 員: 鶴田  香織  （大東文化大学）     山岸いづみ（共立女子大学） 

     植苗  翔    （中央大学）        鈴木  秀子（明治大学） 

     七島美和子  （専修大学）         横山  侑子（立正大学） 

高橋良政講師（元日本大学） 

年会費: 2,000円 

例会開催日数: 12回（夏期集中研究会を含む） 

延べ参加者数: 78名 

研究分科会ホームページＵＲＬ:  

http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/kotenseki/index.html 

 

活動 

（1）基本テーマ 

 日本や中国、朝鮮半島で刊行された和漢古典籍について大学図書館員として必要な書誌学の基礎

知識・書誌作成方法を習得する。また、書物から情報をくみ取り、考察、分析し、出版史や学術の

淵源、書物の変転を調査し、古典籍全般の知識を深めている。 

（2）活動の概要 

 ・研究報告大会に向けての準備を行った。分科会で和本に触れる中、江戸の読本の中に薬や雑貨

の広告が載っていることに気づき、それらが書誌作成に役立てることができないかと考え、専

修大学所蔵「向井信夫文庫」を対象とし調査を試みた。 

 ・会場校所蔵の古典籍について、実際に調書を作成し、適宜講師の批評・指導を受けた。 

 ・会場校の図書館で古典籍の見学をし、各大学の装備方法、保存方法などについて見聞を広めた。 

 

資料 

（1）月例会テーマ 

第１回: 2013年 4月 12日（金） 於共立女子大学図書館・参加7名 

① 研究報告大会発表内容検討 

② 調書作成。会場校所蔵の古典籍より各々が作成。講師より指導を受ける。 

③ 会場校図書館見学 

第２回: 2013年 5月 10日（金） 於専修大学図書館・参加7名 

① 「向井信夫文庫」の広告調査 

（対象とする作家の著作物の抽出。表紙・刊記・広告の撮影） 

② 会場校図書館見学 

第３回: 2013年 6月 27日（木） 於専修大学図書館・参加7名 

① 夏期集中研究会の日程・内容確認 

② 「向井信夫文庫」の広告調査 

（対象とする作家の著作物の抽出。表紙・刊記・広告の撮影・データ入力） 
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第４回: 2013年 7月 12日（金） 於中央大学図書館・参加6名 

① 夏期集中研究会の日程等調整 

② 研究報告大会発表準備 

夏期集中研究会第1日目: 2013年 8月 27日(火）於専修大学図書館・参加7名 

① 「向井信夫文庫」広告調査 

② 研究報告大会発表準備 

夏期集中研究会第２日目: 2013年 8月 28日（水）於専修大学図書館・参加7名 

① 「向井信夫文庫」広告調査 

② 研究報告大会発表準備 

第５回: 2013年 10月 3日（木） 於専修大学図書館・参加7名  

① 研究報告大会発表準備(総論・各論班に分かれ内容検討) 

第６回: 2013年 10月 11日（金） 於専修大学図書館・参加6名 

① 研究報告大会発表準備（発表原稿の作成検討） 

第７回: 2013年 11月 13日（水） 於専修大学図書館・参加6名 

① 研究報告大会発表準備（発表原稿の作成検討） 

第８回: 2013年 12月 5日（木） 於専修大学図書館・参加7名 

① 研究報告大会発表準備（発表原稿の確認および予行演習） 

第９回: 2014年 1月 24日（金） 於共立女子大学図書館・参加5名 

① 研究報告大会発表要旨原稿の校正 

② 会場校所蔵貴重図書説明・見学 

第10回：2014年 3月 17日（月） 於立正大学古書資料館・参加6名 

 ①古書資料館見学 

 ②和装本総論 

（2）刊行物及び事業 

 なし 
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６．Ｌ―ラーニング学習支援システム研究分科会 

 

 

代表者：小田切夕子（麻布大学） 

会員数：7校 7名 

会 員：[正会員] 

小田切夕子（麻布大学） 金子和代（早稲田大学） 

高橋泰行（大正大学）  村上明子（桐蔭横浜大学）[2013.10～]  
[ML ネット会員] 
佐藤恵（東北学院大学） 澁田勝（獨協大学） 
[個人会員] 
小山信弥（関東学院大学） 

年会費：0円 

例会開催回数：2回(夏期集中研究を含む) 

延べ参加者数：8名 

研究分科会ホームページＵＲＬ：http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/lls/ 

 

活動 

１）基本テーマ 

  大学図書館員の自己点検、自己評価、自己研鑽を目的とした学習支援システムの構築

並びに評価、分析 

２）活動の概要 

 2012/2013 期は、SNS を利用したリポジトリ構築支援コンテンツの共同制作作業をとお

して、図書館員のコミュニティツールとしての SNS（ソーシャル・ネットワーキング・

サービス）の可能性についての議論と検証作業を行った。活動は、集合型の定例会以外

に分科会の Facebook を活用して行った。 

 2013年度は、高校生や大学生などの若年層のユーザーが急増しているLINEに注目し、

システムの仕組みや、使用方法、広報ツールとしての特性などの調査結果を踏まえ、分

科会会員自身が実際に LINE のユーザー登録を行い、LINE のコミュニティツールとしの

可能性を探った。最後のまとめとして、この 2012/2013 期において検証した Twitter、

Facebook、LINE について、それぞれの特徴や機能に基づいて、図書館員のコミュニティ

ツールとしての特性を分析した。 

 

資料 

１）月例会テーマ 

・第１回例会 

2013 年 6 月 10 日（月）13:30-17:00 東京文化会館 
1.代表者会議の報告  
2.今期の研究計画について  
3.FB 及び Twitter の運用方法  
4.報告大会について  
5.夏期合宿（集中研究）について 
 
・夏期集中研究会 
2013 年 8 月 8 日（木）9:00-19:00 機械振興会館 
1.LINE に関する調査(発表） 
2.LINE 利用によるコミュニティ形成（討議・実装実験） 

24



3.コミュニティーツールとしての LINE について  
4.報告大会準備について 

 
 
２）刊行物及び事業 

・Facebook  ： リポジトリ WG（私図協 Ｌラーニング分科会） 

・TakaQ によるＬラーニング http://www.l-learning.jp/takaq/ 
・Xoops による L ラーニング http://www.l-learning.jp/xoops/ 
・Moodle による L ラーニング http://www.l-learning.jp/moodle/ 
・携帯電話による L ラーニング http://l-learning.jp/i/ 
・大学図書館員のためのリポジトリ http://www.l-learning.jp/xoonips/ 
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《2013年度研修分科会活動報告》 

 

研修分科会 

 

 

代表者：平野 光男（研究部担当理事校：専修大学） 

会員数：26 名 

 

会 員：高橋 淑子（青山学院大学） 風間 邦子（神田外語大学） 

        紀平 宏子（国際基督教大学） 金安 麻恵子（相模女子大学） 

    瀬戸 笑美子（実践女子大学） 甲田 さと美（城西大学） 

    稲垣 善之（成城大学） 山瑞 尚美（聖マリアンナ医科大学） 

    森 彩衣（専修大学） 針谷 美穂子(東京都市大学） 

    山岸 佳愛（桐朋学園大学） 福田 奈那（東洋学園大学） 

    山本 美智恵（日本体育大学） 八木 菜穂子（日本大学） 

    山口 真（日本大学） 浅田 美和（法政大学） 

    大谷 公亮（明治学院大学） 篠 麻子（明治大学） 

    曽野 正士（明治大学） 雲居 志帆（和光大学） 

    常盤 哲平（文教大学） 蔵本 祐史（文教大学） 

    三屋 綾子（敬和学園大学） 小室 沙絵（聖マリアンナ医科大学） 

    藤岡 梨紗（立教大学） 岡 瑶子（清泉女子大学） 

 

年会費：5,000 円 

開催回数：6 回 

延べ参加者数：149 名 

研究分科会ホームページＵＲＬ：http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/el-ken-b/ 

 

活動 

 １）基本テーマ 

発展し続ける情報化社会の中で大学図書館職員にとって必須の基本的知識を実態に即した

技術として習得することをテーマに、既存の研究分科会参加の準備機能を持つ場として2009

年度に新設された。 

    研修内容と目的概略 

    ① 大学の中で、図書館員の役割を理解できるようにする。 

    ② 利用者に必要な情報を組織的かつ迅速に対応できるようにする。 

    ③ 情報化社会の最新情報に到達し実務に反映できるようにする。 

 

２）活動の概要 

    研修は NPO 法人大学図書館支援機構の企画・運営で行い、研究部担当理事校が運営を管

理する。各回とも、テーマに基づいた、事前学習・講演・グループ討議等を実施する。 
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資料 

 １）月例会テーマ 

  第１回 2013 年 6 月 5 日（水） 専修大学 

   講 演： 機関リポジトリを知る 

（東京歯科大学：阿部 潤也 氏） 

実 習： 図書館員のためのリポジトリ紹介と登録実習 

（L-ラーニング学習支援システム研究分科会代表：小田切 夕子 氏） 

 

第２回 2013 年 7 月 4 日（木） 明治大学 

 課 題： アウトソーシング調査 

   講 演： 図書館業務のアウトソーシングを考える 

        （立教大学：牛崎 進 氏） 

   グループ討議： アウトソーシングについて 

   見 学： 明治大学中央図書館・米沢嘉博記念図書館 

 

  第３回 2013 年 8 月 27 日（火） 夏季見学ツアー 

   見学先： 国立国会図書館 

国立公文書館 

        慶應義塾大学三田メディアセンター 

 

  第４回 2013 年 9 月 26 日（木） 東京都市大学 

   課 題： 研修分科会中間レポート 

   視 聴： 図書館戦争（アニメ映画版） 

   発 表： 研修分科会中間報告発表 

   研究分科会報告大会打合せ 

 

  第５回 2013 年 11 月 7 日（木） 早稲田大学 

   課 題： 共同製作 分筆 

   講 演：①ＲＤＡにみるこれからの図書館像 

（ＮＰＯ法人大学図書館支援機構：蟹瀬 智弘 氏） 

       ②ゼロからはじめたＲＤＡ紀行 

        （東京外国語大学附属図書館：村上 遥 氏） 

   見 学：早稲田大学中央図書館 

 

  第６回 2013 年 12 月 5 日（木） 明治学院大学 

   課 題： 提出された第 5 回課題のレポートを全て読み、共同製作の小冊子のタイトル 

案を考える。 

   講 演： ＦＤ活動と協働できる情報リテラシー教育を考える 

                  －ラーニングコモンズの事例を含め－ 

（同志社大学企画課長・社会学部嘱託講師：井上 真琴 氏） 

   グループ作業：共同製作分担作業・研究報告大会準備 
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  研究分科会報告大会での活動報告 

2013 年 12 月 12 日（木） 専修大学 

   報告者： 浅田 美和（法政大学） 

曽野 正士（明治大学） 

紀平 宏子（国際基督教大学） 

 

 

 ２）刊行物及び事業 

   「電子リソースはじめの一歩  ～スマート化する資料～」 

    http://jaspul.org/pre/e-kenkyu/el-ken-b/2013_product.pdf 

28



≪研究分科会刊行物一覧≫

分科
会名

分 類
研究分科会

パブリック･サービス

研究分科会
西 洋 古 版 本

研究分科会
企画広報
研究分科会

和 漢 古 典 籍
研究分科会

Ｌ－ラーニング学習
支援システム
研究分科会

書名
又は
誌名

なし
はじめてみよう！
図書館サービス・
スタートブック

なし なし なし なし

刊行
頻度

2012-2013年度のみ

価格 無料

発行
部数

100部

配布
対象

・
頒布
方法

・
在庫

分科会会員、分科
会会員所属機関、
分科会協力機関な
どに配布。
在庫は僅少。

発
行
目
的
・
主
な
内
容

分科会の研究報告
として、2012-2013
年度のテーマよ
り、これから新し
くサービスを始め
るときやこれまで
のサービスを改善
したいときに参考
となるハンドブッ
クを作成。

コメ
ント
・

今後
の

刊行
予定

今後の刊行予定に
ついては未定。
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《2013 年度研究分科会月例会について（報告）》 

 

研究部担当理事校 専修大学図書館         【2013 年度 4 月から担当】 

月例会担当理事校 清泉女子大学附属図書館     【2013 年度 4 月から担当】 

 

１． 月例会・夏期研究合宿開催状況(2013 年 2 月 1 日現予定含) 

研究分科会名称 
月例会 

開催数 

夏期合宿（集中研究会） 

開催期間 

分類 研究分科会 10 9 月 4 日～ 9 月 6 日  (合宿) 

パブリック・サービス 研究分科会 11 9 月 2 日～ 9 月 4 日  (合宿) 

西洋古版本 研究分科会 10 8 月 1 日～ 8 月 2 日  (合宿) 

企画広報 研究分科会 9 9 月 10 日・11 日  （集中研究会）  

和漢古典籍 研究分科会 9 8 月 27 日・28 日  （集中研究会）   

L-ﾗｰﾆﾝｸﾞ学習支援ｼｽﾃﾑ 研究分科会 1(4) 8 月 8 日     （集中研究会） 

＊月例会開催数の（）は ML 及び SNS 開催 

＊夏期合宿･集中研究会内訳（【】は前年度）  

夏期合宿 3【3】、集中研究会 3【3】、実施せず 0【0】 

 

２． 2013 年度中の動き 

本年度の研究分科会は 6 研究分科会が活動し、休会は 4 研究分科会となった。 

研究分科会の会員異動は 2 件(中途入会 1、退会 1)であった。各研究分科会の会員数は 6～7

名、月例会の回数は、それぞれ年間 5～11 回開催された。各研究分科会の会員数、1 年間の月

例会回数は、ともに前年度とほぼ同数となった。夏期合宿(または集中研究会)は、全ての 6

研究分科会が実施し、研究成果の集大成となる報告大会に向け研究作業に集中した。 

報告大会は 12 月 12 日に開催され、6 研究分科会が 2012-2013 年度の、1 研修分科会が 2013

年度の活動を報告した。発表関係者、役員・スタッフも含め参加大学は 65 大学、参加者は 128

名であった。参加者のアンケートによると、活動報告への意見・感想は概ね好評であり、図書

館員としてのスキルを研鑽する意欲に繋がったとの声が多数あった。 

 

３． 今後の課題 

これまで、図書館は大学の研究・教育活動の充実に密接に関わってきた。今後も業務内容等

の変遷はあるものの、図書館の使命が研究・教育活動の支援にあることは勿論、その役割は

益々大きくなってきている。従来の分科会での研究活動に加え、大学図書館が直面している

新しい問題解決に向けた課題の研究も必要であると考える。 

他大学との情報交換や共同研究活動を通じて、それぞれの図書館が直面する課題解決となる

新たな取り組みなどに繋がる活動となることを期待する。 

東地区のそれぞれの大学図書館が利用者に対し一定のサービスを提供するため、大学図書

館で提供すべきサービスの標準化も必要であると考える。分科会での情報交換や共同研究で

習得したスキルが現場に還元され、より一層大学の研究・教育活動に貢献できることを望む。 
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《2014／2015 年度研究分科会・研修分科会会員の更新結果(報告)》 

研究部担当理事校 専修大学図書館 

分科会更新担当理事校 東京都市大学図書館 

 

１.更新状況                          (2014 年 3 月 31 日現在) 

分科会名 

更新前 更新後 

増減 備考 

参 加

人 数 機関数

参 加

人 数 機関数

1 分類 7(6) 7 7(5) 7 0  

2 逐次刊行物 0 0 0 0 0 2012/2013 年度休会

3 レファレンス 2 2 3(1) 3 0 2012/2013 年度休会

4 理工学 0 0 0 0 0 2013 年度廃会 

5 パブリック・サービス 6 6 6(0) 6 0  

6 西洋古版本 4(2) 4 8(4) 8 5  

7 企画広報 6 6 5(0) 5 ▲1  

8 和漢古典籍 6(2) 6 5(0) 5 ▲1  

9 情報リテラシー教育 0 0 0 0 0 2013 年度廃会 

10 
Ｌーラーニング学習支援

システム 
7(2) 5 0(0) 0 ▲7 2014 年度休会予定 

11 研修分科会(単年度更新) 26 26 10 10 ▲16 第 1 次締切分集計 

 

①参加諾否後の集計：37 機関 44 名参加※ (2014 年 3 月 31 日現在) ※それぞれ数は延 

数 

②更新後参加人数欄の(  )内は継続会員数 

 

２．研究分科会会員更新経過 

2013 年 

4 月 12 日（金）  

・第１回運営委員会で、分科会更新スケジュールの説明および研修分科会応募状況を

報告（研修分科会第 2 次募集最終承認はメール審議） 

5 月 17 日（金）   

・第１回研究分科会代表者合同会議で、更新スケジュールを説明 

7 月 12 日（金）  

・第 4 回運営委員会で、新規研究分科会募集と次期研究分科会の活動計画作成依頼が

承認 

9 月 11 日（水） 

①加盟大学図書館長宛「新規研究分科会受付募集の案内について(お願い)」送付 

②研究分科会代表者宛「2014/2015 年度研究分科会会員募集要項の原稿提出について
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(依頼)」と分科会統合・名称変更の届出依頼をメールで配信 

 ※①、②とも提出期限は 12 月 6 日(金) 

10 月 4 日（金）  

・第 5 回運営委員会で新規分科会受付募集について中間報告（応募なし） 

11 月 8 日(金)  

・第 6 回運営委員会で新規研究分科会応募状況（応募なし）と研究分科会会員募集要

項の原稿提出状況（受領なし）を中間報告 

12 月 6 日(金) 

・研究分科会の活動計画受領（休会中分科会を含む 8 分科会）、新規分科会は応募なし 

12 月 12 日(木) 

・第 7 回運営委員会で、会員募集要項原稿の確認と 1 月以降の会員更新スケジュール

を説明 

     ※会員募集要項は原稿修正、平成 26年 1月 14日校了後運営委員会のメール承認。 

  ・分科会研究報告大会にて、会員勧誘のための分科会紹介チラシを配布 

        ※休会中分科会（逐次刊行物研究分科会、レファレンス研究分科会）の投稿も含

む。 

2014 年 

1 月 17 日(金) 

・研究分科会の会員更新書類として下記書類を送付し、次期会員募集を開始 

  ①「研究分科会会員の更新について(お願い)」 

  ②「2014／2015 年度 研究分科会参加申込書」(機関用・提出書類) 

  ③「2014／2015 年度 研究分科会参加申込書」(個人用・提出書類) 

   ④「研究分科会会員募集に関する手引き」 

  ⑤「2014／2015 年度 研究分科会会員募集要項」(8 分科会) 

   ※②、③とも提出期限は 2 月 21 日(金) 

・研修分科会の会員更新用として下記書類を送付し、次期会員募集を開始 

  ①「研修分科会会員の更新について(お願い)」 

  ②「2013 年度 研修分科会参加申込書」(機関用・提出書類) 

  ③「2013 年度 研修分科会参加申込書」(個人用・提出書類) 

  ④「2013 年度 研修分科会会員募集要項」 

   ※②、③とも提出期限は第 1 次募集 2 月 21 日(金)、第 2 次募集 4 月 11 日（金） 

2 月 21 日(金) 

・研究分科会参加申込期限(20 校 29 名：応募者数・延べ数、会員区分なし)、研修 

分科会第１次参加申込締切（10 校 10 名） 

         ※以降、研究分科会の応募受付を継続することを研究部に確認し、3 月 28 日ま

で対応 

3 月 3 日（月） 

  ・研修分科会参加者確定のため参加応募 3 校 3 名以上の研究分科会代表者宛に下記書

類を送付 

①「2014／2015 年度 研究分科会参加申込書」(個人用) 

②「研究分科会参加希望者承認の諾否、及びその通知について」 
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③ 2014-2015 研究分科会参加申込状況 

     ※諾否回答（メール）：3 月 8 日（土） 

  ・参加応募 3 校 3 名未満の研究分科会代表者宛に下記書類を送付 

① 2014-2015 研究分科会応募状況 

・研修分科会参加者確定のため研究部宛に下記書類を送付 

①「2014 年度 研修分科会参加申込書」(個人用) 

②「研修分科会参加希望者承認の諾否、及びその通知について」 

 ※諾否回答締め切り：3 月 8 日（土） 

3 月 14 日(金) 

・第 8 回運営委員会で、研究分科会参加者名簿および研修分科会参加者名簿（第１次

締切分）を各々提示し、会員募集結果を報告 

※研究分科会の追加募集実施を決定 

※参加不承認者については、加盟大学図書館長宛通知と理由書を送付すること

を確認 

  ・第 3 回研究分科会代表者合同会議で、各分科会代表者より「研究分科会参加希望者

承認の諾否」を受領 

3 月 31 日(月) 

  ・運営委員に参加者名簿を送付し、メール審議により承認。 

  ・研究分科会代表者に参加者名簿をメールにて送付 

・分科会参加申込大学図書館長宛に以下の文書を送付 

①「2014／2015 年度 研究分科会会員の決定について及び 2013 年度 研修分科会

会員の決定について(通知)」送付 

②「2012-13 年度研究分科会・2013 年度研修分科会参加者一覧」(機関別)送付 

③「2014／2015 年度 研究分科会会員の不承認の決定について」（通知）送付 

   

  

３．今後の課題 

 今期の研究分科会の会員更新では、当初の締切時には参加応募が少数で、活動が不確定

の分科会が複数あったこと、また年度末の人事異動を背景に応募受付延長の問い合せも複

数あったことから 3 月まで応募受付に対応し、ほぼ前期と同規模の更新結果となった。こ

うした状況のなか、分科会活動のための最少人数がクローズアップされた。分科会活動の

成立人数については、現状、ルールが明確でなく、募集要項に明記されていないことが問

題点としてある。また会員区分の明示についても募集要項と齟齬のない計らいが適正と考

える。現在の応募状況を踏まえた研究分科会マニュアルの再確認と見直しが必要と思われ

る。 

また、今回は 3 つの分科会が新規会員のみでの活動となり、1 つの分科会が休会予定と

なった。どちらも図書館職員が中長期的に分科会活動に参加したり、従来のような密な交

流を持つことが厳しい状況が背景にあり、今後緩むことは考えにくい。そうした中、例え

ば現行よりも短期間で活動する、テーマを提示し会員を募集するなど参加しやすい新しい

分科会の模索や検討も必要ではないだろうか。 

最後に、今年度から東地区部会加盟館への連絡に協会のメーリングリストが使用可能と
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なった。メールは複数箇所への配信が可能で省力化の面でも、送信先の大学内、図書館内

等での情報共有においても有効なツールである。今後は、このメーリングリストを広報ツ

ールとしていかに活用して会員の拡大を図るか、それも課題のひとつである。 
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《研究講演会》 

 

私立大学図書館協会 2013 年度東地区部会研究講演会 

 

日 時：2013 年 6 月 14 日（金） 13：45～16：45（受付開始 13：00） 

会 場：國學院大學 渋谷キャンパス 常盤松ホール 

        参加者：138 大学 233 名 

          司会者 （研究部運営委員） 清泉女子大学 阿部 尚子 

 

１．開会の辞                                                    13：45～    

  

２．挨 拶      研究部担当理事校  専修大学図書館長     大庭 健 

 

３．講 演 「大学図書館と共に拓く学術情報基盤の新たな地平 

～国立情報学研究所のコンテンツ事業の新展開～」  14：00～15：00 

               国立情報学研究所 学術基盤推進部次長   尾城 孝一 

     

    質疑応答                          15：00～15：15 

 

   ＜休 憩＞                            15：15～15：30 

 

４．講  演 「学習支援の現在と図書館の新たな役割」         15：30～16：30 

           青山学院大学 教育人間科学部准教授    野末 俊比古  

 

     質疑応答                                     16：30～16：45 

 

５．閉 会 

 

※講義のレジメは、「私立大学図書館協会会報」１４２号に掲載予定 
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≪ 研 修 会 ≫ 

 

２０１３年度研修会 

 

期 日 : 2013 年 11 月 14 日（木）・15 日（金） 

場 所 : 桜美林大学町田キャンパス 崇貞館 6 階大会議室 H 

テーマ : みつけよう・伝えよう 大学図書館の魅力 

参加者 : 62 大学 64 名 

 

≪開催趣旨≫ 

昨今、大学生の学習環境が大きく変化し、勉強はコーヒーを飲みながらスマホを片手にカフ

ェで、という学生が珍しくありません。そんな中、図書館では入館者数の減少、貸出冊数の低

迷に歯止めをかけようと、様々な工夫を凝らすものの思うような効果が上がらない、そんな声

が多く聞かれます。 

今年度の研修会は、自館の魅力を発掘しそれをうまく伝える方法について、桜美林大学図書

館をモデルケースにして学びたいと思います。初日の講演と見学では、今の図書館が周囲から

どのように見えているのかを、あらためて認識します。そして２日目は広告制作の専門家をお

招きし、ブランディングについて学びながら桜美林大学図書館の魅力を探り、表現します。 

ワークショップ形式の研修ですので他の大学の方と知り合うよい機会にもなると思います。

多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

 

≪プログラム≫ 

第 1 日   11 月 14 日（木） 

 

＊受付 9:45～10:15 

 

＊挨拶・オリエンテーション 10:15～10:30 

会場担当校挨拶  桜美林大学図書館長            秀島 武敏氏 

研修委員長挨拶  慶應義塾大学三田メディアセンター主任  山田 雅子 

 

＊基調講演 10:30～12:00 

「我が国大学の致命的欠陥 －大学図書館は機能しているのか－」 

桜美林大学 大学院・大学アドミニストレーション研究科教授 諸星 裕氏 

      

〈昼休み〉※図書館見学自由 12:00～13:15 

 

＊講演 13:15～14:45 

「大学図書館サバイバルのためのブランディング戦略 

－コンセプトメイクからデザイニングへ－」 
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帝京大学 総合教育センター 准教授            仁上 幸治氏 

 

〈休憩〉  14:45～15:00 

 

＊ワークショップ事前説明 15:00～15:30 

株式会社トランスヒューマン 渡邉 崇氏 

株式会社シカケ 吉田 勇氏 

 

＊キャンパスツアー 15:30～17:00 

桜美林大学 有志学生 

  

＊懇親会 桜美林大学 崇貞館１階ファカルティクラブ 17:20～18:50 

 

 

第 2 日   11 月 15 日（金） 

 

＊ワークショップ「桜美林大学図書館の魅力を表現する」  

株式会社トランスヒューマン 渡邉 崇氏 

株式会社シカケ 吉田 勇氏 

 

(1) Work 1  課題の洗い出し、方向性の決定 10:00～11:30 

 

〈昼休み〉 ※図書館見学自由   

 

(2) Work 2  POP 作成 12:30～15:30 

 

〈休憩〉   

 

(3) Work 3  発表および講評 15:45～16:45 

 

＊まとめとアンケート   

 

 

 

  

ポスター展示   研修会場にて 

 

「どうしたらもっとよくなる？ ポスター作成のツボ」 

‐情報交流のためのポスター展示‐ 
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我が国の大学の欠陥

At

私立大学図書館協会

東地区研修会

桜美林大学

諸星 裕

ミッションの欠如

 いったいこの大学は何をするところなのか？

 ミッションに沿ってカリキュラムは編成されている
か

 カリキュラムに沿って教員は雇われているか

 ミッションの点検、評価は？

 ミッションは変化しているか？

学部教授会の弊害

 学校教育法８５条、93条

 Collective Decision Making

 学部間の壁

 学生の自由な勉学環境を不可能にしている

 カリキュラムは誰が造り管理する

教員のAccountability

 大学教員は何をする職業か？

 教育（人に者を教えることを習ったのか？）

 研究（その目的、レベルは）

 学生の成長に貢献

 大学及び外の社会への貢献

 上記４点のバランスは誰が決めるか？

職員の専門性の欠如

 終身雇用制・Generalist vs. Specialist

 専門性の低さに起因する従属的関係

学外との隔離、閉鎖性

 大学はコミュニティーのアセットである

 ミッションに即した地域との関係、貢献

 他の教育機関との連携

 産業界との接続、インターンシップ？

 高大連携
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２０１３年度 研修委員会報告 

 

研究部 研修委員長 山田 雅子 

 

1．２０１３年度研修会 報告 

■実施概要 

テーマ：「みつけよう・伝えよう 大学図書館の魅力」 

日程 ：2013 年 11 月 14 日（木）～11 月 15 日（金）  

場所 ：桜美林大学 町田キャンパス 

 

■開催趣旨： 

最近、多くの私立大学図書館は「入館者数の減少」「図書予算の削減」「人員削減」といった

厳しい現実に直面している。学生が図書館に来なくなり、経営母体には十分に認められてい

ないという状況の中で図書館員は自信を失いつつある。そこで今年度の研修会は図書館の価

値を再認識したく「ブランディング」をテーマとした。図書館は今、経営側や他業種の人か

らどのように見えているのか認識した上で、図書館の価値、特にその館にしかない魅力を探

し、それを表現する力を養う研修とすべく企画した。 

 

■プログラム： 

（別紙参照） 

基調講演、講演、ワークショップに向けた講義 

キャンパスツアー 

ワークショップ 

ポスター展示 

 

■参加者数 

62 大学 64 名。  

申込み数はのべ 69 大学 75 名。募集定員の 60 名を上回ったため数名に対し謝絶した。 

 

■特記事項 

・ 研修に先立ち参加者に対して事前アンケートを送付し、関心のあるテーマや研修に期待す

ること等の情報収集を行った。 

・ ワークショップでは、6 名ずつ 10 グループに分かれ、学生に桜美林大学図書館の魅力を

伝える POP を作成した。実習の準備として、初日にはブランディングの手法を学び、学

生にキャンパスを案内してもらった。2 日目の実習では渡邉氏に加えて吉田氏と学生が助

言や説明を行い、最後には実習作品に対しそれぞれの立場から講評を行った。 

・ ポスター展示は、図書館で既に使用した学生向けポスターを募集したところ 18 大学から

応募があった。ポスターには吉田氏の講評コメントを貼付した上で研修会場に展示した。 

・ 2013 年度研修会のハッシュタグを作成し、ツイッターを研修委員、参加者、桜美林大学

生の交流の場として活用した。 
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・ 研修会終了後、作成した POP をキャンパス内に約 2 か月掲示させていただいた。それに

対し桜美林大学学生の有志により「図書館ポスター総選挙」が実施され、その結果が研修

会参加者に報告された。 

・ 研修会後、ホームページ上に参加者のみアクセス可能なサイトを作成し、研修会関連情報

（POP の講評、ポスター展示の講評、図書館ポスター総選挙結果等）を期間限定で公開

した。 

  

■研修会を振り返って 

昨年に引き続きワークショップ形式の研修を行いたいと考え企画を練った。今回は「桜美林

大学」を実習の題材にしたことで、会場校の学生や図書館スタッフに多大なご協力をいただ

いた。グループの活動を初日午後から開始したことが功を奏し、2 日間を通じて参加者間およ

び会場関係者との交流が活発に行われた。 

研修会の準備過程で様々なアイディアが出され、事前アンケート、ツイッターの利用、事後

評価等の企画を追加して実施した。それぞれ研修に厚みを持たせる企画となったが、やや準

備が足りず目的や活用方法をもう少し練ればさらに効果があったと思う。 

実施後のアンケートは、すべての項目について 8 割以上の人から「大変よい」または「よい」

の回答を得た。特に学生の力を借りた点について、多くの参加者から好評のコメントをいた

だいた。 

 

2．２０１４年度 研修会について 

■日程、会場 

早稲田大学（早稲田キャンパス）を予定。日程は未調整。 

 

■研修委員 

委員は全員任期満了により交代する。次期委員長は明治大学が担当。現委員長はオブザー

バーとして残り委員長を補佐する。事務局は継続 2 年目。 

 

■研修会形式 

今期メンバーで昨年度と今年度、実習形式の研修を 2 回試み、成果を感じている。ただ、

委員だけでワークショップを実施することは難しく、依頼先の確保が要件となる。また、依

頼先との調整にも労力を要する。次期メンバーで再度検討されたい。 

 

以 上 
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2014 年度 私立大学図書館協会東地区部会研究部 

活 動 計 画 （案） 

（2014 年 4 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 

１. 研究部活動方針 

（１）研究活動 

 （２）研修活動 

 （３）研究部ホームページの安定的運用 

 

２. 活動計画 

 （１）運営委員会 

    研究部の活動計画、予算・決算、研究部の運営その他について協議し、活性 

化に向けて検討を開始する。 

年 8 回程度開催。 

 

 （２）運営委員・研究分科会代表者合同会議 

     研究分科会活動計画・運営その他について協議する。 

     2014 年 5 月、11 月の年 2 回開催。 

 

 （３）研究講演会及び研究会 

     １）「研究講演会」の開催。 

       2014 年 6 月部会総会・館長会終了後に開催。於：成蹊大学 

 ２）「交流会」（研究分科会参加者の相互交流）の開催。 

       2014 年 11 月または 12 月開催予定。会場未定。 

 

 （４）研修委員会 

    研修会の企画を立案し、実施する。年 8 回程度開催。 

 

 （５）研修会 

    2014 年 10 月下旬予定。会場未定。 

 

 （６）研究分科会 

 7 研究分科会が、各研究主題に沿って月例研究会・夏期研究合宿等の活動を 

実施する。 

    ①分類研究分科会         ⑤和漢古典籍研究分科会 

    ②パブリック・サービス研究分科会 ⑥逐次刊行物研究分科会 

    ③西洋古版本研究分科会      ⑦レファレンス研究分科会 

    ④企画広報研究分科会          

    

 （７）研修分科会（単年度活動） 

 

 （８）研究部報告書 

    2013 年度の研究部の活動記録を発行する。2014 年 6 月予定。 

 

 以 上  
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《関係規程》 

私立大学図書館協会東地区部会研究部細則 
（昭和 29 年 4 月 1 日 制定） 

（昭和 34 年 5 月 8 日 改訂） 

（昭和 34 年 10 月 14 日 改訂） 

（昭和 44 年 2 月 18 日 改訂） 

（昭和 63 年 6 月 28 日 改訂） 

（平成 ７年 8 月 2 日 改訂） 

（2000 年 6 月 9 日 改訂） 

（2004 年 6 月 18 日 改訂） 

  
第 1 条 この細則は、私立大学図書館協会会則（以下会則という）第 33 条第１項第３

号、第 39 条及び第 40 条に基づいて、私立大学図書館協会東地区部会（以下

東地区部会という）に研究部（以下研究部という）を設置し、事務所を東地区

部会研究部担当理事校（以下研究部担当理事校という）に置くことを定める。 
 
第 2 条 研究部は、会則第 39 条の目的達成のために次の事業を行う。 
    ① 研究会の開催 
    ② 研究分科会の育成 
    ③ 報告書の発行 

④ 西地区部会研究会との連絡、情報の交換 
⑤ その他研究部の目的達成に必要な事項 

 
第 3 条 研究会は研究発表及び研究部の事業についての報告その他を行う。 

2 会場は東地区加盟校が輪番で担当する。 
 
第 4 条 研究分科会は各研究分科会ごとに適宜開催し、その研究の進行状況、成果そ

の他を研究部担当理事及び研究会に報告するものとする。 
2 各研究分科会は本研究部より助成金を受けることができる。 
3 各研究分科会は本研究部より特別助成金を受けることができる。 

 
第 5 条 報告書は第 2 条の各事業の状況及び研究成果を発表するもので、研究部担当理          

事が編集の責任に当たる。 
 
第 6 条 本研究部には、次の役員を置く。 
     ① 研究部担当理事  １名 
     ② 運営委員     ８名 
      （東地区部会役員校３名 東地区加盟校５名） 
第 7 条 研究部担当理事には、研究部担当理事校の代表者が当たり、本研究部を代表

し、かつこれを統轄する。 
 
第 8 条 運営委員は、隔年４月東地区加盟館から研究部担当理事が推薦し、東地区部

会役員会の承認を得た上、研究部担当理事をたすけて本研究部の運営に当たる。 
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第 9 条 研究部には、本研究部の運営を円滑ならしめるため、運営委員会を置く。 
 
第 10 条 運営委員会は、研究部担当理事が招集し、次の事項を行う。ただし、必要に

応じて各研究分科会代表者あるいは当該研究会会場校代表者の出席を求める

ことができる。 
     ① 研究部の事業計画   
     ② 研究会の運営に関する事項 
     ③ 各研究分科会間の連絡、情報の交換 
     ④ 研究部報告の編集、発行 
     ⑤ その他本研究部の運営に関する事項 
 
第 11 条 本研究部の経費は、東地区部会の助成金及びその他を充てる。ただし、必要

に応じて実費を徴収することができる。 
 
第 12 条 研究部の運営について必要な事項は別に定めることができる。 
 
第 13 条 本細則の改廃は、東地区部会総会の承認を要する。 
 
                                      附     則 
 
  １ 本細則は昭和 29 年 4 月 1 日よりこれを実施する。 
  ２ 本改訂細則は昭和 34 年 5 月 8 日よりこれを実施する。  
  ３ 本改訂細則は昭和 35 年 10 月 14 日よりこれを実施する。  
  ４ 本改訂細則は昭和 44 年 2 月 18 日よりこれを実施する。  
  ５ 本改訂細則は昭和 63 年 6 月 28 日よりこれを実施する。  
  ６ 本改訂細則は平成８年 4 月 1 日よりこれを実施する。  
  ７ 本改訂細則は 2001 年 4 月 1 日よりこれを実施する。 
  ８   本改訂細則は 2004 年 6 月 18 日よりこれを実施する。 
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私立大学図書館協会東地区部会研究部研究分科会申し合わせ 
 

（昭和 48 年 4 月 1 日 制定） 

（昭和 55 年 6 月 18 日 改訂） 

（平成 7 年 9 月 25 日 改訂） 

（2002 年 4 月 1 日 改訂） 

（2003 年 4 月 1 日 改訂） 

（2004 年 4 月 1 日 改訂） 

                           （2005 年 4 月 1 日 改訂） 

 

第 1 条 この申し合わせは、                    私立大学図書館協会東地区部会研究部に研究分科会を置

くことを定める。 

 

第２条 本研究分科会は、私立大学図書館協会東地区部会研究部細則の当該条項に則っ

て活動するものとする。 

 

第３条 各研究分科会は、以下の要件を備え、かつ、                          複数の大学に所属する者若干名

をもって構成されるものとし、研究部運営委員会の議を経て研究部担当理事の

承認を得なければならない。 

    ① 当該年度の研究テーマ   

    ② 当該年度の研究回数 

    ③ 当該テーマの研究に必要とされる条件 

    ④ 会費徴収額 

 

第４条 各研究分科会は代表者 1名を置くものとする。 

 

第５条 各研究分科会の活動期間は 2年とし、更新することができる。更新にあたって

は、研究部運営委員会の議を経て担当理事の承認を得なければならない。 

 

第６条 新規に研究分科会を発足するにあたっては、会員更新担当理事に対し、第 3条

の要件を更新年度の前年 12 月までに示さなければならない。 

 

第７条 会員更新担当理事は、研究分科会更新前年度の所定の日までに、加盟館代表者

に、第 3 条各号の事項を通知し、加盟館における参加者選定の基準を示さなけ

ればならない。 

 

第８条 加盟館代表者は、更新前年度の所定の日までに、各研究分科会の参加者を決定

し、会員更新担当理事に通知するものとする。 

    ２ 会員更新担当理事は、この通知に基づき、当該研究分科会代表者に諮ったうえ、

各研究分科会の会員として登録する。 

 

 

第９条  各研究分科会の活動期間中に、途中入退会者があった場合、研究分科会代表 

者は書面をもって、月例担当理事に通知するものとする。 
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第 10 条 各研究分科会は、研究部より助成金を受けることができる。 

２ 各研究分科会は、研究部より特別助成金を受けることができる。但し、助成 

 にあたっては、研究部運営委員会の議を経て担当理事の承認を得なければな 

  らない。 

 

第 11 条 研究分科会代表者は、当該研究分科会を主宰するとともに、毎月末までに 

翌月の開催計画を、月例担当理事に連絡するものとする。 

 

第 12 条 研究分科会代表者は、毎年研究部担当理事に、研究分科会の活動状況及び会

計報告をしなければならない。 

 

第 13 条  研究分科会代表者は、研究部担当理事の求めに応じて、研究部運営委員会に 

出席することができる。ただし、議決権を持つことができない。 

 

第 14 条  各研究分科会は、その研究の成果を研究部の開催する研究会において原則と  

     して発表しなければならない。 

 

第 15 条  研究分科会代表者は、毎年 2回（5月・11 月）開催される運営委員会・代表 

     者合同会議に出席しなければならない。但し、代表者が出席できない場合は  

         代理による出席を認める。代理も不可能である時は、特に研究部が認めた場   

         合この限りではない。 

 

第 16 条 本申し合わせの改廃は、                        研究部運営委員会の議を経て研究部担当理事の承

認を得て行うものとする。 

 

付    則 

  １ 本申し合わせは、2004 年 4 月 1日から施行する。 

  ２ 本申し合わせは、2005 年 4 月 1日から施行する。 
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私立大学図書館協会東地区部会研究部研修委員会規則 

 

（昭和５６年４月 １日 制定） 

（平成 ２年４月 １日 改正） 

（平成 ８年３月２８日 改正） 

  

 

第１条 この規則は、東地区加盟館館員の資質の向上を図るため、私立大学図書館協会東地区部

会研究部（以下研究部という）に、研修委員会（以下委員会という）を設置することを定める。 

第２条 前条の目的達成のため委員会は、次の活動を行う。 

  (1) 研修会等に関する情報の収集、提供 

  (2) 研修会等の企画、実施 

  (3) 関連する機関、団体との連絡・協力 

  (4) その他目的達成のために必要な活動 

第３条 委員会は６名の委員をもって構成し、うち１名は研究部担当理事校（以下担当理事校と

いう）から選出する。 

第４条 委員の任期は２年とし、再任はさまたげない。ただし、担当理事校から選出された委員

の任期は担当理事校の担当期間とする。 

第５条 委員に欠員が生じた場合はすみやかに補充するものとし、その任期は前任者の残任期間

とする。 

第６条 委員会は研修会等を企画・実施する際、その必要に応じて、実行委員若干名を置くこと

ができる。 

第７条 委員会に委員長を置く。 

  ２ 委員長は委員会を招集し、議事を進行する。 

第８条 委員長及び委員は東地区加盟館から研究部担当理事（以下担当理事という）が推薦し、

東地区部会役員会に諮り、これを委嘱する。 

第９条 委員長は委員会の活動について、担当理事に対し、少なくとも年２回以上報告しなけれ

ばならない。 

第 10 条 委員会の事務経費については、私立大学図書館協会東地区部会研究部細則第 11 条を準

用する。ただし、研修会等を実施する際の費用は、原則として受益者負担とする。 

第 11 条 委員会の運営に関する事項は委員会申し合わせとして別に定めることができる。 

第 12 条 この規則の改廃については研究部運営委員会の承認を必要とする。 

  

附     則 

 

 

   この規則は平成８年４月１日より施行する。 
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